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第
１
日

　

平
成
30
年
度
日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会
が
「
明
日

の
医
療
を
彩
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、
３
月
２
、
３

の
両
日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
Ａ
Ｉ
等
、
直
近
の
話
題

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
８
６

４
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

石
川
広
己
常
任
理
事
の
開

会
宣
言
に
続
い
て
、
横
倉
義

武
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
平
成
28
年
６
月
に
策
定

し
た
「
日
医
Ｉ
Ｔ
化
宣
言
２

０
１
６
」
に
基
づ
き
、
地
域

医
療
連
携
、
多
職
種
連
携
を

始
め
と
す
る
医
療
等
分
野
の

情
報
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
主
導
的
か
つ

適
切
に
推
進
す
る
た
め
、
国

の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
な
ど

の
動
き
に
積
極
的
に
関
与
し

て
き
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。

今
回
の
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
Ａ

Ｉ
、
サ
イ
ボ
ー
グ
型
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
な
ど
に
関
す

る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
た
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
「
ぜ
ひ
、
本
日
得
ら
れ

た
知
識
を
地
域
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
活
用

し
て
欲
し
い
」
と
し
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
諸

政
局
医
事
課
長
は
、
現
在
、

平
成
30
年
３
月
に
作
成
し
た

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
切
な

実
施
に
関
す
る
指
針
」
に
つ

い
て
、
診
療
相
談
と
オ
ン
ラ

イ
ン
受
診
勧
奨
の
違
い
の
明

確
化
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

問
題
な
ど
、
四
つ
の
ポ
イ
ン

ト
を
中
心
に
、
そ
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
報
告
。
今
後

も
、
患
者
が
安
心
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
定
期
的
な
見
直
し
作

業
を
行
っ
て
い
く
と
し
た
。

内
田
直
樹
た
ろ
う
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
は
、
福
岡
市
か
か

り
つ
け
医
機
能
強
化
事
業
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

つ
い
て
実
例
を
示
し
な
が
ら

紹
介
。
「
患
者
の
生
活
の
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
移
動
の
時
間
が
か
か
ら
な

い
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
す
る
一
方
、
「
対
面
診

療
の
完
全
な
代
替
に
な
ら
な

い
こ
と
が
本
事
業
か
ら
も
明

ら
か
に
な
っ
た
」
と
述
べ
た
。

佐
藤
雅
明
慶

應
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ

ア
研
究
科
特
任

准

教

授

は
、

〝Hospital in 

the home

〟
と

い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
下
に
、
高

精
度
映
像
技
術

と
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
遠
隔

在
宅
医
療
シ
ス
テ
ム
の
実
証

実
験
の
内
容
を
説
明
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
①
患
者
に

安
心
感
を
与
え
る
こ
と
②
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
続
け
て
い

く
た
め
の
費
用

─
等
を
挙

げ
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
は
あ
く
ま
で

も
対
面
診
療
の
補
完
で
あ
る

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
他
、

石
川
常
任
理
事
は
、
「
本
日

の
報
告
を
聞
く
と
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
は
対
面
診
療
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
部
分
が
あ

る
こ
と
が
改
め
て
分
か
っ

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
推

進
し
よ
う
と
す
る
方
達
に
は

ぜ
ひ
、
そ
の
可
能
性
を
引
き

続
き
教
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

Ⅱ
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医

療
分
野
の
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ

Ｔ
」「

Ⅱ
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
医

療
分
野
の
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
』」

で
は
、
坂
村
健
東
洋
大
学
情

報
連
携
学
部
長
が
、
Ａ
Ｉ
が

劇
的
な
進
歩
を
遂
げ
、
そ
の

技
術
が
次
々
と
オ
ー
プ
ン
化

さ
れ
る
中
で
、
そ
の
動
き
に

対
応
で
き
て
い
な
い
日
本
の

現
状
を
危
惧
。
電
子
カ
ル
テ

な
ど
を
例
に
挙
げ
、
医
療
分

野
も
例
外
で
は
な
く
、
Ａ
Ｉ

化
を
進
め
る
べ
き
と
す
る
と

と
も
に
、
「
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
後
方
支
援
と
し
て
応
用
す

る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
医
師
の

過
酷
な
勤
務
状

況
も
改
善
す
る

こ
と
が
可
能
と

な
る
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
化
を
進
め
る

た
め
の
具
体
策
と
し
て
、
現

場
を
よ
く
知
っ
て
い
る
医
師

が
主
体
と
な
っ
て
、
オ
ー
プ

ン
な
医
療
連
携
を
実
現
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
変
革

に
当
た
っ
て
、
日
医
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
期

待
感
を
示
し
た
。

湯
地
晃
一
郎
東
京
大
学
特

任
准
教
授
は
実
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
診
療
の
プ
ロ
セ
ス
に

お
い
て
人
工
知
能
が
い
か
に

役
立
っ
て
い
る
か
を
詳
説
。

「
人
間
の
支
援
な
し
に
、
Ａ

Ｉ
が
診
断
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｉ
診
療
も
医
師
の
責

任
の
下
に
行
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
と
し
た
。

第
２
日

Ⅲ
．
日
医
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
セ

ッ
シ
ョ
ン

２
日
目
に
は
「
Ⅲ
．
日
医

Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
戦
略
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
が
行
わ
れ
た
。

石
川
常
任
理
事
は
、
「
日

医
に
お
け
る
医
療
・
介
護
分

野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
り
組

み
」
と
題
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
激
変
に
よ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
時
代
に
は
Ｅ
Ｕ
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
Ｒ
（General Data Pro-

tection Regulation

：
一

般
デ
ー
タ
保
護
規
制
）
と
同

様
な
個
人
情
報
を
守
る
法
律

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
と
説

明
。
現
在
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
課
題

と
し
て
は
、
①
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
の

次
の
発
展
②
医
療
等
Ｉ
Ｄ
の

実
現
③
医
療
・
介
護
の
専
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
④
医

療
・
介
護
情
報
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
構
築
と
利
活
用
⑤
次
世

代
医
療
基
盤
法
へ
の
対
応

─
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
被
保
険
者
番
号
の

個
人
単
位
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
に
関
し
て
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
で
保
険
証
の
代

用
が
で
き
る
」
と
誤
報
さ
れ

た
こ
と
に
対
し
、
２
月
20
日

に
記
者
会
見
を
行
い
（
本
紙

第
１
３
８
１
号
既
報
）
、
正

確
な
報
道
を
行
う
よ
う
強
く

要
望
し
た
こ
と
を
紹
介
。
更

に
、
昨
年
施
行
の
次
世
代
医

療
基
盤
法
に
規
定
さ
れ
た

「
認
定
匿
名
加
工
医
療
情
報

作
成
事
業
者
制
度
」
へ
対
応

す
る
た
め
、
日
医
は
新
た
な

財
団
法
人
を
設
立
し
、
認
定

事
業
者
と
な
る
方
向
で
準
備

し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

岡
信
裕
運
営
委
員
会
委
員
長

（
茨
城
県
医
師
会
長
）
は
、「
医

療
に
お
け
る
諸
問
題
の
解
決

の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
必
要
な

ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
同
協
議
会
が

明
日
の
医
療
に
役
立
つ
こ
と

に
期
待
感
を
示
し
た
。

Ⅰ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

現
状
と
将
来
展
望

引
き
続
き
行
わ
れ
た
「
Ⅰ
．

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
現
状
と

将
来
展
望
」
で
は
、
ま
ず
、

松
井
道
宣
京
都
府
医
師
会
長

が
、
自
身
が
委
員
長
を
務
め

た
、
日
医
の
「
情
報
通
信
機

器
を
用
い
た
診
療
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、

九
つ
の
論
点
に
つ
い
て
議
論

し
た
結
果
、
取
り
ま
と
め
た

答
申
の
内
容
を
概
説
。
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
は
、
あ
く
ま
で

も
対
面
診
療
の
補
完
的
な
手

段
で
あ
り
、
自
ら
の
利
便
性

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

患
者
の
安
全
と
治
療
の
有
効

性
を
第
一
に
、
患
者
の
個
人

情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

重
要
性
を
認
識
し
て
行
う
べ

き
も
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

佐
々
木
健
厚
生
労
働
省
医

平
成
30
年
度
日
本
医
師
会
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

「
明
日
の
医
療
を
彩
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催

吉
川
健
啓
東
京
大
学
特
任

准
教
授
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
支
援
検
出
／
診

断
）
が
普
及
し
な
い
理
由
と

し
て
、
「
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の

値
段
が
高
い
」
「
導
入
す
る

経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

な
い
」
な
ど
を
挙
げ
る
と
と

も
に
、
そ
の
問
題
解
決
の
た

め
に
開
発
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」

の
概
要
等
を
紹
介
し
た
。

多
田
智
裕
た
だ
と
も
ひ
ろ

胃
腸
科
肛
門
科
院
長
は
、
自

身
が
開
発
し
た
消
化
器
内
視

鏡
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
実
例
を

紹
介
。
「
Ａ
Ｉ
は
医
師
の
道

具
で
あ
り
、
決
し
て
医
師
の

仕
事
を
奪
う
も
の
で
は
な

い
」と
強
調
す
る
と
と
も
に
、

今
後
は
こ
の
技
術
を
使
い
こ

な
せ
る
か
が
大
き
な
差
に
な

る
と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
フ
ロ
ア
の
参
加
者
と
の

間
で
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
方
法
等

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
そ
の
他
、
別
会
場

に
お
い
て
、
「
事
務
局
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
香
川
県
、

栃
木
県
、
東
京
都
、
茨
城
県

の
各
医
師
会
の
取
り
組
み

が
、
「
事
例
報
告
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
し
て
、
六
つ
の
地
域

医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
報
告

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。

横倉会長

諸岡茨城県医会長

（
２
面
に
続
く
）
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ー
ク
基
盤
利
活
用
モ
デ
ル
に

関
す
る
調
査
研
究
」
に
お
け

る
地
域
実
証
を
行
っ
て
い
る

四
つ
の
連
携
モ
デ
ル
の
中
間

報
告
が
行
わ
れ
た
。

三
原
一
郎
山
形
県
鶴
岡
地

区
医
師
会
理
事
は
、「
医
療
・

介
護
連
携
モ
デ
ル
」
と
し
て
、

医
療
と
介
護
を
つ
な
ぐ
ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
クNet4U

の
課
題

を
踏
ま
え
、
介
護
と
医
療
（
病

院
）
と
の
間
で
共
有
す
べ
き

書
式
を
標
準
化
し
た
上
で
、

介
護
施
設
に
導
入
さ
れ
て
い

る
居
宅
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム

へ
の
入
力
がNet4U

へ

反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を

開
発
し
た
こ
と
を
報

告
。ま

た
こ
れ
を
利
用

し
、
居
宅
や
施
設
で
療

養
中
の
患
者
が
病
院
へ

入
院
、
あ
る
い
は
病
院

か
ら
地
域
へ
退
院
す
る

ポ
イ
ン
ト
を
起
点
に
、

患
者
に
関
わ
る
多
職

種
、
多
施
設
が
標
準
化

し
た
書
式
をNet4U

で

共
有
し
、
そ
の
効
果
を

検
証
す
る
と
い
う
調
査

研
究
事
業
の
成
果
を
課

題
も
含
め
て
報
告
し
た
。

松
本
義
人
高
松
市
医

師
会
理
事
は
、
「
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
保
険
者
・
医
療
機
関

連
携
モ
デ
ル
」
と
し
て
、

①
同
市
保
有
の
国
保
レ

セ
プ
ト
情
報
を
患
者
自

身
の
同
意
の
下
、
医
師

に
開
示
す
る
仕
組
み
②

患
者
同
意
や
医
師
確
認

の
た
め
の
手
法
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

─「医師の証明ができます」─

日本医師会　電子認証センター

採用時に使える医師の身分証

　医師採用時、医師資格証
（HPKIカード）を、医師免
許証の代わりとすることが
できます。詳しくは、日医
電子認証センターホーム
ページの2017年12月22日
付News欄をご覧下さい。
 
詳しくはホームページをご覧ください。 日本医師会　電子認証センター 検索

SAMPLE

 

「
医
師
資
格
証
（
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

カ
ー
ド
）
」
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
と
メ
リ
ッ
ト
を
説

明
。
出
欠
管
理
シ
ス
テ
ム
や

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
で
利
用
さ
れ
て
い
る
地

域
は
普
及
率
が
高
い
と
し

て
、
今
後
、
申
請
の
手
続
き

の
簡
略
化
等
に
よ
り
取
得
し

や
す
く
す
る
な
ど
、
１
０

０
％
の
普
及
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
の
考
え
を
示
し

た
。増

田
威
日
医
情
報
シ
ス
テ

ム
課
長
は
、
日
医
が
今
年
度

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
重

要
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
「
医
療

セ
プ
タ
ー
」
の
事
務
局
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
報

告
。
「
今
後
は
、
医
療
セ
プ

タ
ー
構
成
団
体
と
の
連
絡
を

密
に
し
つ
つ
、
各
医
療
機
関

向
け
に
情
報
発
信
を
行
い
、

他
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
と
の
連

携
の
可
能
性
も
模
索
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

Ⅳ
．
全
国
保
健
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
午
後
か
ら
は
、
「
Ⅳ
．
全

国
保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ

た
。南

川
一
夫
厚
労
省
医
政
局

研
究
開
発
振
興
課
医
療
技
術

情
報
推
進
室
長
は
、
「
全
国

保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
」
に
つ
い
て
、
２
０

２
０
年
度
か
ら
の
本

格
稼
働
を
目
指
し
、

必
要
な
実
証
事
業
等

が
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
今
後
、

検
証
と
有
識
者
に
よ

る
検
討
を
踏
ま
え
、

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
開

発
等
と
共
に
、
運
営

ー
ド
（
患
者
側
ア
ク
セ
ス
キ

ー
）
と
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
（
医

師
認
証
キ
ー
）
を
活
用
す
る

仕
組
み

─
を
構
築
し
、
機

能
性
・
有
用
性
に
つ
い
て
検

証
を
行
っ
た
概
要
と
課
題
、

今
後
の
展
望
を
報
告
し
た
。

島
貫
隆
夫
山
形
県
酒
田
地

区
医
師
会
理
事
／
日
本
海
総

合
病
院
長
は
、
「
調
剤
情
報

を
活
用
し
た
薬
局
連
携
モ
デ

ル
」
に
関
し
て
、
患
者
同
意

の
取
得
を
前
提
に
、
地
域
の

保
険
薬
局
や
病
院
の
間
で
調

剤
情
報
共
有
を
実
現
す
る
仕

組
み
〝
ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト
〟

の
２
０
１
１
年
か
ら
８
年
間

の
経
過
と
今
後
に
向
け
た
課

題
、
活
用
展
望
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

比
嘉
靖
沖
縄
県
医
師
会
理

事
は
、
「
Ｅ
Ｈ
Ｒ
・
Ｐ
Ｈ
Ｒ

連
携
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
Ｅ

Ｈ
Ｒ
（Electronic Health 

Record

：
医
療
・
健
康
情
報

を
電
子
的
に
管
理
活
用
す
る

こ
と
を
可
能
と
す
る
仕
組
み

で
あ
る
医
療
情
報
連
携
基

盤
）
と
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（Personal 

Health 
Record

：
個
人
健

康
記
録
）
間
の
セ
キ
ュ
ア
で

効
率
的
な
接
続
に
つ
い
て
技

術
検
討
を
行
い
、
平
成
25
年

か
ら
運
営
し
て
い
る
「
お
き

な
わ
津
梁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
紹
介
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
集
積
し
た
医
療
情
報
、
特

定
健
診
情
報
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
Ｐ
Ｈ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
県
民
へ
提
供
す
る
た

め
の
技
術
面
や
運
用
面
を
検

討
し
た
際
の
留
意
点
な
ど
を

示
す
と
と
も
に
全
国
普
及
に

向
け
て
の
今
後
の
展
望
等
を

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
有
識
者
の
立
場

か
ら
、
山
本
隆
一
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｓ
─

Ｄ
Ｃ
理
事
長
／
自
治
医

科
大
学
客
員
教
授
は
、
「
全

国
保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー

ク

とMaster 
Patient 

Index

（
Ｍ
Ｐ
Ｉ
）」
と
題
し

て
、
大
山
永
昭
東
京
工
業
大

学
科
学
技
術
創
成
研
究
院
社

会
情
報
流
通
基
盤
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
は
、
「
全
国
保
健

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
運
用
に
向
け
て
～
情
報
の

管
理
責
任
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

技
術
～
」
と
題
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
し
た
。

山
本
氏
は
、
「
全
国
保
健

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
合
わ
せ
、
被
保
険
者

番
号
と
当
該
被
保
険
者
番
号

で
識
別
さ
れ
る
個
人
の
医
療

情
報
の
所
在
情
報
を
紐ひ

も

づ
け

て
管
理
す
る
広
域
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の

整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
連
携
が
広
域
に
及
ぶ
場

合
や
、
ド
メ
イ
ン
が
複
雑
に

入
り
組
ん
で
い
る
都
市
型
の

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
場
合
に
確
実
な
識
別
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
全
患

者
・
全
国
民
を
一
意
に
識
別

可
能
な
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
整
備
が
必

主
体
や
コ
ス
ト
負
担
の
在
り

方
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
な
ど
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

伊
藤
伸
昭
日
医
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ａ

管
理
機
構
事
業
推
進
部
長

は
、
同
機
構
が
本
年
度
、
厚

労
省
よ
り
受
託
し
た
「
保
健

医
療
記
録
共
有
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
に
関
わ
る
調
査
事

業
」
に
関
し
、
そ
の
概
要
と

今
年
度
の
進
捗
・
課
題
、
次

年
度
に
向
け
た
方
向
性
等
に

つ
い
て
詳
説
し
た
。

続
い
て
、
総
務
省
「
医
療

等
分
野
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ

要
で
あ
る
」
と
指
摘
。
そ
の

上
で
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
要
件
を
明
確

に
示
す
と
と
も
に
、
実
装
の

在
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

大
山
氏
は
、
機
微
情
報
で

あ
る
保
健
医
療
情
報
を
安
全

に
共
有
す
る
に
当
た
り
、
デ

バ
イ
ス
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

更
に
は
管
理
サ
ー
バ
等
に
お

け
る
医
療
等
情
報
の
管
理
責

任
の
所
在
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
情
報
の
流
れ
を
例
示
し

つ
つ
解
説
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

技
術
は
こ
の
管
理
責
任
を
果

た
す
た
め
の
一
助
で
あ
る
と

し
た
。

更
に
、
全
国
版
の
保
健
医

療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
金
融
機
関
の
専
用
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
同
じ
よ
う
な
安

全
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
常
任
理
事

と
運
営
委
員
ら
を
座
長
と
し

て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

閉
会
式

閉
会
式
で
は
、
次
期
担
当

県
の
久
米
川
啓
香
川
県
医
師

会
長
が
、
次
の
協
議
会
に
向

け
た
抱
負
を
述
べ
た
後
、
運

営
委
員
会
委

員
の
塚
田
篤

郎
茨
城
県
医

師
会
常
任
理

事
が
、
２
日

間
の
協
議
会

を
総
括
し
、

閉
会
と
な
っ

た
。

当
日
は
そ
の
他
、
別
会
場

に
お
い
て
、
①
サ
イ
ボ
ー
グ

型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
②

医
師
資
格
証
の
利
用

─
に

つ
い
て
の
報
告
等
が
行
わ
れ

た
。な

お
、
本
協
議
会
で
は
、

「
医
師
資
格
証
（
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

カ
ー
ド
）」
を
使
っ
た
出
欠

管
理
を
行
い
、
横
倉
会
長
を

始
め
２
０
０
名
の
利
用
が
あ

っ
た
。

石川常任理事長島常任理事

久米川香川県医会長

（
１
面
よ
り
）
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日
医
事
務
局
長
に

   

新
村
和
哉
氏
が
就
任

日
医
は
、
滝
澤
秀
次
郎
事

務
局
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

村
和
哉（
し
ん
む
ら
か
ず
や
）

氏
が
新
事
務
局
長
に
就
任
す

る
こ
と
を
３
月
19
日
に
開
催

し
た
平
成
30
年
度
第
13
回
理

事
会
で
決
定
し
、
４
月
１
日

付
で
発
令
し
た
。
新
村
局
長

は
７
代
目
の
日
医
事
務
局
長

と
な
る
。

新
村
局
長
は
、
昭
和
35
年

生
ま
れ
、
東
京
都
の
出
身
。

昭
和
59
年
東
京
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
厚
生
省
（
当
時
）

に
入
省
。
そ
の
後
は
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保

健
福
祉
部
精
神
・
障
害
保
健

課
長
、
医
薬
食
品
局
血
液
対

策
課
長
、医
政
局
指
導
課
長
、

医
薬
食
品
局
食
品
安
全
部

長
、
健
康
局
長
な
ど
の
要
職

を
歴
任
。
そ
の
後
、
国
立
保

健
医
療
科
学
院
院
長
を
平
成

30
年
10
月
ま
で
務
め
て
い
た
。

は
、
長
年
に
わ
た
る
肝
炎
対

策
の
普
及
・
啓
発
活
動
へ
の

敬
意
を
表
し
た
上
で
、
「
ウ

イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
わ
が
国

の
長
い
歴
史
の
中
で
も
大
き

な
感
染
症
の
一
つ
で
あ
り
、

日
医
と
し
て
も
そ
の
撲
滅
を

願
っ
て
い
る
」
と
の
考
え
を

示
す
と
と
も
に
、「
芸
能
界
・

ス
ポ
ー
ツ
界
の
方
々
が
肝
炎

の
知
識
に
つ
い
て
発
信
さ
れ

る
こ
と
は
社
会
へ
の
影
響
力

も
大
き
く
、
医
療
に
携
わ
る

者
と
し
て
大
変
頼
も
し
く
感

じ
て
い
る
」
と
期
待
を
寄
せ

た
。そ

の
後
の
懇
談
で
は
、
杉

特
別
参
与
が
、
過
去
に
は
肝

炎
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
の

問
題
が
あ
り
、
芸
能
界
の
中

で
も
治
療
を
受
け
な
い
人
や

副
作
用
に
耐
え
ら
れ
ず
治
療

を
断
念
し
た
人
が
い
た
こ
と

を
紹
介
。
「
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
だ
と
、
ひ
と
ご
と
と
は

思
わ
ず
に
、
ま
ず
は
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
、
も

し
陽
性
だ
と
分
か
っ
た
ら
治

療
を
受
け
て
欲
し
い
」
と
そ

の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
「
自
治
体
か
ら
住
民
へ

送
付
さ
れ
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
の
受
診
券
（
ク
ー
ポ
ン

券
）
を
使
っ
て
受
検
で
き
る

こ
と
や
、
が
ん
検
診
な
ど
他

の
検
査
と
併
せ
て
受
検
す
る

こ
と
を
医
師
か
ら
働
き
掛
け

て
頂
く
こ
と
で
、
よ
り
効
果

厚
生
労
働
省
肝
炎
総
合
対

策
推
進
国
民
運
動
「
知
っ
て
、

肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
特

別
参
与
で
俳
優
の
杉
良
太
郎

氏
が
３
月
４
日
、
日
医
会
館

を
訪
れ
、
横
倉
義
武
会
長
と

会
談
を
行
っ
た
。

「
知
っ
て
、
肝
炎
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
厚
労
省
が
平

成
23
年
５
月
に
肝
炎
対
策
基

本
指
針
を
策
定
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
肝
炎
対
策
の
普

及
・
啓
発
を
推
進
す
る
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
芸
能
界
・
ス
ポ
ー
ツ
界

か
ら
大
使
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
が
任
命
さ
れ
て
い

る
が
、
杉
氏
は
特
別
参
与
を

務
め
て
い
る
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

杉
特
別
参
与
は
、
本
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
よ
る
肝
炎
対
策
の

活
動
も
今
年
の
７
月
で
８
年

目
を
迎
え
る
こ
と
、
現
在
は

佐
賀
・
富
山
両
県
に
お
い
て

集
中
的
に
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

受
検
率
、
治
療
状
況
な
ど
の

デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る
こ
と

等
を
説
明
。
横
倉
会
長
に
対

し
て
は
、
「
ぜ
ひ
医
師
の
皆

さ
ん
か
ら
患
者
さ
ん
に
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
を
勧
め
て
頂

く
よ
う
働
き
掛
け
て
欲
し

い
」
と
述
べ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
協
力
を
求
め

た
。こ

れ
に
対
し
て
横
倉
会
長

肝炎ウイルス検査の受検率向上に
ご協力下さい

　横倉義武会長が、「知って、肝炎プロジェクト」杉良太郎
特別参与と会談し、同プロジェクトへの協力を求められたこ
と（詳細は右記事参照）を踏まえ、日医ではこのほど肝炎ウ
イルス検査を受けることを呼び掛けるポスターを制作しまし
た（『日医ニュース』4月5日号附録「健康ぷらざ」裏面）。
　日医のホームページ（http://www.med.or.jp/people/opinion/�
000002.html）にもデータを掲載しておりますので、待合室
に掲示頂くなど、その周知にご協力下さい。� 日医広報課

が
上
が
る
」
と
、
改
め
て
医

師
か
ら
の
受
検
勧
奨
に
つ
い

て
要
望
し
、
今
後
は
、
が
ん

に
関
す
る
啓
発
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、

横
倉
会
長
は
、

「
肝
炎
を
患
っ

て
い
る
こ
と
を

伏
せ
て
い
た
時

代
が
あ
っ
た
が
、

医
学
・
医
療
の

進
歩
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
捉
え
方
が

変
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
治
療
に

関
し
て
は
、
以

前
は
副
作
用
が

強
い
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ

る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
今
で
は

副
作
用
の
少
な

い
新
し
い
治
療

薬
が
開
発
さ
れ

て
お
り
、
医
療

費
助
成
な
ど
も

あ
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
肝
硬

変
に
な
り
、
そ
の
後
、
肝
臓

が
ん
に
な
る
確
率
が
高
い

が
、
肝
臓
が
ん
の
治
療
成
績

も
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
早

期
に
発
見
し
、
治
療
を
始
め

る
た
め
に
も
検
査
を
受
け
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
も

そ
の
重
要
性
を
周
知
し
て
い

き
た
い
」
と
答
え
た
。

ま
た
、
杉
特
別
参
与
が
、

妻
で
あ
る
伍
代
夏
子
氏
が
Ｃ

型
肝
炎
治
療
を
受
け
た
体
験

談
を
紹
介
す
る
中
で
、
完
治

後
に
新
し
い
治
療
薬
が
開
発

さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
「
当

時
は
高
価
な
薬
だ
っ
た
が
、

今
で
は
保
険
適
用
さ
れ
、
誰

で
も
わ
ず
か
な
負
担
で
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
日
本
に
は
素
晴
ら

し
い
制
度
が
あ
っ
て
あ
り
が

た
い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
国

民
皆
保
険
制
度
に
つ
い
て
も

話
題
が
及
ん
だ
。

懇
談
後
に
は
、「
知
っ
て
、

肝
炎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
肝

炎
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
日
医
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
日
医
君
」
の

ぬ
い
ぐ
る
み
の
贈
呈
が
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
終
了
し
た
。



日 医 ニ ュ ー ス 第1382号（4）平成31年4月5日〔第3種郵便物認可〕

「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
１
９
」の

認
定
に
つ
い
て

―
徳
島
県
医
師
会
―

福
島
県
内
の
診
療
所
数

は
、
２
０
１
６
年
時
点
で
１

３
７
０
施
設
で
、
２
０
０
８

年
と
比
較
す
る
と
１
０
６
施

設
減
少
し
て
い
る
。
医
院
の

閉
鎖
も
新
規
開
業
よ
り
も
多

い
ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
る
。

県
内
の
診
療
所
開
設
者
は

約
６
割
が
60
歳
以
上
で
、
全

国
平
均
の
約
５
割
を
上
回
っ

て
い
る
。
医
師
の
高
齢
化
が

更
に
進
み
、
後
継
者
が
い
な

け
れ
ば
診
療
所
の
減
少
に
拍

車
が
か
か
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
医
療
体
制
に
空
白
が
生

じ
る
事
態
が
容
易
に
想
像
さ

れ
る
。

後
継
者
と
し
て
近
親
者
を

期
待
で
き
な
い
場
合
、
第
三

者
に
診
療
所
を
譲
る
こ
と
を

考
え
る
医
師
は
多
い
と
思
わ

れ
る
が
、
医
師
や
そ
の
家
族

だ
け
で
後
継
者
を
探
す
こ
と

〝
医
業
承
継
バ
ン
ク
〟を
設
置

―
福
島
県
医
師
会
―

承
継
バ
ン
ク
〟
を
設
置
。
そ

の
事
業
内
容
は
、
県
内
の
開

業
医
の
医
業
承
継
の
意
向
調

査
及
び
医
業
承
継
事
業
周
知

の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

の
他
、
福
島
県
で
開
業
を
希

望
す
る
県
内
外
の
医
師
へ
の

医
業
承
継
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
、

承
継
を
希
望
す
る
医
師
に
対

す
る
相
談
や
支
援
、
更
に
は

希
望
す
る
医
師
や
そ
の
家
族

を
承
継
視
察
ツ
ア
ー
に
招
く

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
医
業
承
継
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や
税
の

問
題
等
に
つ
い
て
は
専
門
家

へ
の
対
応
も
依
頼
し
て
い
る

（
こ
れ
ら
は
、
無
料
で
の
対

応
を
予
定
）
。

地
域
で
活
躍
し
て
い
た
先

生
方
が
、
高
齢
化
等
の
理
由

で
医
院
を
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
た
時
に
、

地
方
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
調
査
し
た

結
果
、
新
規
開
業
医
へ
の
支

援
制
度
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

地
域
医
療
確
保
の
観
点
か
ら

市
町
村
行
政
と
連
携
し
た
取

り
組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
〝
医
業

承
継
バ
ン
ク
〟
に
後
継
者
の

い
な
い
県
内
の
開
業
医
、
そ

し
て
開
業
を
希
望
す
る
県
内

外
の
医
師
に
登
録
し
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
実
際
の
承
継
支

援
事
業
が
始
ま
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
県
内

外
の
開
業
を
希
望
す
る
医
師

に
、
本
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
が
重
要
で

あ
り
、
難
し
い
問
題
で
は
あ

る
。
希
望
者
数
が
増
え
て
く

れ
ば
マ
ッ
チ
ン
グ
（
恐
ら
く

は
Ａ
Ｉ
で
）
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
開
業
地
と
な
る
か

も
知
れ
な
い
自
治
体
の
地
域

医
療
へ
の
考
え
方
、
支
援
制

度
等
が
そ
の
結
果
に
影
響
す

る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。ど

う
す
れ
ば
後
継
者
を
探

す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

し
て
ど
う
し
た
ら
ス
ム
ー
ズ

に
事
業
を
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
引

き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
う
い
っ
た
問
題
を
解

決
し
て
く
れ
る
仲
介
事
業
者

は
多
く
あ
る
が
、
中
に
は
法

外
な
成
功
報
酬
を
求
め
る
業

者
や
、
ま
た
、
承
継
成
立
後

に
問
題
が
発
生
し
た
時
の
対

処
に
は
っ
き
り
と
し
た
規
定

の
な
い
業
者
も
あ
る
。

福
島
県
医
師
会
の
〝
医
業

承
継
バ
ン
ク
〟
は
利
益
相
反

の
な
い
事
業
所
で
あ
り
、
安

心
し
て
医
業
承
継
を
任
せ
て

頂
け
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
承
継
後
の
円
滑
な
運

営
に
向
け
て
、
可
能
な
限
り

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
よ

う
、
地
域
医
療
の
安
定
・
充

実
化
を
目
指
し
て
運
営
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
全
国
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

「
健
康
経
営
優
良
法
人
認

定
制
度
」
は
、
経
済
産
業
省

が
、
地
域
の
健
康
課
題
に
即

し
た
取
り
組
み
や
日
医
の
横

倉
義
武
会
長
が
実
行
委
員
と

し
て
参
画
し
て
い
る
「
日
本

健
康
会
議
」
が
進
め
る
健
康

増
進
の
取
り
組
み
を
基
に
、

特
に
優
良
な
健
康
経
営
を
実

践
し
て
い
る
大
企
業
や
中
小

企
業
等
の
法
人
に
つ
い
て
顕

彰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
１
７
年
度
に
開
始

さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。

そ
の
審
査
に
は
、
「
日
本

健
康
会
議
」
が
当
た
っ
て
お

り
、
「
健
康
な
ま
ち
・
職
場

づ
く
り
宣
言
２
０
２
０
」
の

福
岡
県
医
師
会
で
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
県
内
の
看
護

職
員
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
外
国
人
看

〝
外
国
人
看
護
師
候
補
者
資
格
取
得 

支
援
事
業
〟に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

共
和
国
保
健
省
と
の
協
力
覚
書
を
締
結

―
福
岡
県
医
師
会
―

護
師
候
補
者
で
看
護
師
国
家

試
験
に
合
格
で
き
ず
、
帰
国

し
た
人
（
以
下
、
「
Ｅ
Ｐ
Ａ

帰
国
者
」
と
い
う
）
を
対
象

に
、
現
地
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

及
び
フ
ィ
リ

ピ
ン
）
に
教

員

を

派

遣

し
、
試
験
対

策
の
学
習
支

援
（
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
を

行
う
〝
外
国

人
看
護
師
候

補
者
資
格
取

得

支

援

事

業
〟
を
福
岡

県
行
政
の
協

力
の
下
、
実

施

し

て

い

る
。平

成
28
・

29
年
度
の
２

年
間
の
試
験

結
果
は
、
両

国
合
わ
せ
て
看
護
師
国
家
試

験
に
９
名
、
准
看
護
師
試
験

に
10
名
が
合
格
し
て
お
り
、

現
在
は
福
岡
県
内
の
医
療
機

関
で
就
業
し
、
地
域
医
療
を

支
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
績
に
よ
り
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
保
健

省
か
ら
同
事
業
へ
の
協
力
の

申
し
出
が
あ
り
、２
月
18
日
、

福
岡
県
知
事
立
ち
会
い
の

下
、
協
力
覚
書
を
締
結
し
た
。

福
岡
県
医
師
会
が
海
外
の
行

政
機
関
と
覚
書
を
締
結
す
る

の
は
初
め
て
で
あ
る
。

こ
の
覚
書
で
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
保
健
省
は
Ｅ

Ｐ
Ａ
帰
国
者
に
対
し
て
事
業

の
周
知
を
図
る
こ
と
、
可
能

な
限
り
福
岡
県
医
師
会
へ
Ｅ

Ｐ
Ａ
帰
国
者
の
連
絡
先
を
通

知
す
る
こ
と
な
ど
、
両
国
が

協
力
し
て
本
事
業
を
推
進
す

る
た
め
の
内

容
が
盛
り
込

ま

れ

て

い

る
。松

田
峻
一

良
福
岡
県
医

師
会
長
は
、

「
Ｅ
Ｐ
Ａ
帰

国
者
へ
の
事

業
の
周
知
が

難
し
か
っ
た

が
、
現
地
行

政
の
協
力
が

得
ら
れ
る
こ

と
は
非
常
に

心
強
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
保

健
省
の
ウ
ス
マ
ン
・
ス
マ
ン

ト
リ
保
健
人
材
開
発
・
活
用

庁
長
官
は
、「
本
事
業
に
よ
り
、

日
本
の
医
療
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

学
ん
だ
人
材
を
通
じ
て
、
国

内
の
人
材
育
成
に
つ
な
げ
た

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

外
国
人
看
護
師
の
活
躍
を

期
待
し
、
２
０
２
５
年
に
向

け
た
看
護
職
員
の
不
足
問
題

解
決
の
一
助
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
事
業
を
推
進
し
て
い

き
た
い
。

は
か
な
り
難
し
い
。

福
島
県
医
師
会
と
し
て

も
、
本
県
の
医
師
不
足
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
中

で
、
県
民
の
健
康
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
に
、
地
域
医
療

を
支
え
て
い
る
診
療
所
を
承

継
し
て
い
く
人
材
の
確
保
を

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
福

島
県
は
今
年
度
、
後
継
者
の

い
な
い
県
内
の
民
間
診
療
所

と
、
診
療
所
を
引
き
継
ぐ
形

で
の
開
業
を
希
望
す
る
県
内

外
の
医
師
を
結
び
付
け
る

「
医
業
承
継
支
援
事
業
」
を

予
算
化
し
、
そ
の
実
施
主
体

と
し
て
福
島
県
医
師
会
が
こ

れ
を
受
託
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。本

年
２
月
４
日
に
福
島
県

医
師
会
事
務
局
内
に
〝
医
業

八
つ
の
宣
言
の
中
に
「
健
保

組
合
等
保
険
者
と
連
携
し
て

健
康
経
営
に
取
り
組
む
企
業

を
５
０
０
社
以
上
と
す
る
」

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

さ
て
、今
回
ど
う
し
て「
健

康
経
営
優
良
法
人
」
に
手
を

挙
げ
た
か
で
あ
る
が
、
き
っ

か
け
は
、
日
医
か
ら
ご
案
内

頂
い
た
平
成
30
年
９
月
５
日

付
（
健
Ⅱ
１
０
８
）
「
健
康

経
営
優
良
法
人
２
０
１
９
の

申
請
受
付
に
つ
い
て
」

←

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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Ｔ
Ｖ
で
救
命
セ
ン
タ
ー
の

取
材
を
し
て
い
た
。
ド
ラ
マ

『
コ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
─

ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
緊
急
救
命
─
』
で

な
じ
み
深
い
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

（
以
下
、
ド
ク
ヘ
リ
）
や
ド

ク
タ
ー
カ
ー
を
所
有
し
、
出

動
件
数
は
年
間
２
０
０
０
回

を
超
え
、
一
日
平
均
６
回
と

日
本
最
多
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
だ
。
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ

ー
20
名
、
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス

７
名
を
擁
し
、
運
行
管
理
室

に
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
整
備
士

が
待
機
す
る
。

電
話
が
鳴
る
と
会
話
の
順

番
が
決
ま
っ
て
い
て
、
「
○

○
救
急
で
す
。
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
は
○
○
地
点
」
こ

こ
ま
で
を
聞
い
て
パ
イ
ロ
ッ

ト
は
ド
ク
ヘ
リ
に
乗

り
込
む
。
「
72
歳
の

男
性
、
丸
ノ
コ
で
手

を
切
断
」
こ
れ
を
聞

い
て
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
が

乗
り
込
み
、
ド
ク
ヘ
リ
要
請

か
ら
３
分
で
出
動
す
る
。

東
西
の
隣
県
を
含
め
半
径

80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
守
っ
て

い
る
。
救
命
セ
ン
タ
ー
へ
の

搬
送
中
に
、
２
人
目
の
症
例
、

「
６
歳
の
子
ど
も
、
痙け

い

れ

ん攣
」

と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
救

命
セ
ン
タ
ー
に
到
着
次
第
、

２
例
目
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
へ
再
出
発
し
て
い
た
。

「
な
ぜ
こ
ん
な
に
頑
張
る

の
か
」
の
質
問
に

セ
ン
タ
ー
長
が
、

「
断
る
（
応
需
し

な
い
）
ほ
う
が
労

力
が
い
る
。
」
と
答
え
て
い

た
の
が
印
象
的
だ
。

２
０
０
５
年
に
死
傷
者
６

０
０
名
以
上
を
出
し
た
Ｊ
Ｒ

福
知
山
線
脱
線
事
故
で
陣
頭

指
揮
を
執
っ
た
人
物
で
あ
る
。

在
宅
医
療
を
守
る
診
療
所

医
師
に
と
っ
て
、
常
に
応
需

体
制
が
と
れ
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
は
地
域
医
療
の
質

を
維
持
す
る
た
め
に
大
事
な

こ
と
で
あ
る
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」

は
病
院
勤
務
医
の
働
き
方
を

中
心
に
論
議
さ
れ
て
い
る

が
、
診
療
所
医
師
の
働
き
方

も
議
論
し
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

全
て
の
医
師
の
健
康
が
守

ら
れ
、
か
つ
地
域
医
療
提
供

体
制
の
維
持
が
両
立
さ
れ
る

た
め
に
。

�

（
洋
）

ド
ク
ヘ
リ

と
い
う
文
書
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
「
医
療
法
人

な
ら
び
に
医
師
会
の
申
請
も

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
検
討
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
の
一
文
が
あ
り
、
齋
藤
義

郎
徳
島
県
医
師
会
長
と
も
相

談
の
上
、
会
内
委
員
会
に
諮

り
、
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
予
防
・
健
康
づ
く
り
推

進
」
は
、
人
生
１
０
０
年
時

代
を
迎
え
る
わ
が
国
に
お
い

て
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
横
倉
会

長
も
そ
の
重
要
性
を
常
に
強

調
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
県
医

師
会
も
、
誠
に
微
力
な
が
ら
、

ま
ず
は
率
先
し
て
事
業
所
と

し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
具
体
的
な
手
続
き

は
、
約
20
の
評
価
項
目
の
中

か
ら
認
定
要
件
を
満
た
す
も

の
を
記
載
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
、
ま
ず
第
一
の
必
須

項
目
が
事
業
所
で
の
健
康
宣

言
の
明
文
化
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
協
会
け
ん
ぽ

徳
島
支
部
の
指
導
・
協
力
を

得
な
が
ら
、
平
成
30
年
10
月

15
日
付
で
「
健
康
事
業
所
宣

言
認
定
証
」
を
頂
く
こ
と
が

で
き
た
。

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て

も
、
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
て
い
っ
た

が
、
ほ
ぼ
ク
リ
ア
で
き
る
内

容
で
あ
り
、
本
申
請
に
関
係

な
く
こ
れ
ま
で
職
場
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
。現

在
、
働
き
方
改
革
の
実

現
に
向
け
て
厚
生
労
働
省
や

日
医
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本

会
に
お
い
て
も
休
日
出
勤
や

超
過
勤
務
を
極
力
少
な
く
す

る
た
め
、
夜
間
会
議
の
な
い

日
は
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
と

し
て
終
業
時
間
に
駐
車
場
入

口
を
閉
鎖
し
、
そ
の
１
時
間

後
に
は
警
備
会
社
に
よ
る
出

口
の
施
錠
を
行
う
な
ど
、
職

員
の
早
期
退
館
を
促
し
て
い

る
。ま

た
、
就
労
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
病
気
の
治
療
と
の

両
立
に
向
け
た
取
り
組
み
で

は
、
会
館
に
入
居
し
て
い
る

徳
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
す
ぐ
に

相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。

今
回
の
申
請
は
、
事
務
局

内
の
働
き
方
や
健
康
管
理
を

見
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
31
年
２

月
21
日
付
で
「
健
康
経
営
優

良
法
人
２
０
１
９
」
の
認
定

を
頂
き
、
非
常
に
光
栄
に
感

じ
る
と
と
も
に
、
ご
案
内
を

頂
い
た
日
医
、
ご
協
力
頂
い

た
協
会
け
ん
ぽ
徳
島
支
部
に

感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら

も
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

４
月
１
日
に
全
国
69
の
国

民
年
金
基
金
（
47
都
道
府
県

の
地
域
型
国
民
年
金
基
金
と

22
の
職
能
型
国
民
年
金
基

金
）
が
、
「
全
国
国
民
年
金

基
金
」
に
統
合
さ
れ
た
。
日

医
を
設
立
母
体
と
す
る
「
日

本
医
師
・
従
業
員
国
民
年
金

基
金
」
は
全
国
国
民
年
金
基

金
の
支
部
へ
と
移
行
し
、
新

た
な
「
日
本
医
師
・
従
業
員

支
部
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。新

支
部
は
、
医
療
従
事
者

の
豊
か
な
老
後
保
障
を
確
保

す
る
た
め
、
相
談
や
申
し
込

み
手
続
き
、
広
報
な
ど
を
担

う
組
織
で
あ
る
。

新
支
部
の
住
所
・
電
話
番

号
等
は
変
更
せ
ず
、
税
制
上

の
メ
リ
ッ
ト
も
従
来
ど
お

り
、
①
掛
け
金
は
全
額
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
②
年
金

は
公
的
年
金
等
控
除
の
適
用

③
遺
族
一
時
金
は
全
額
非
課

税

─
な
の
で
、
未
加
入
の

方
は
加
入
を
検
討
頂
き
た
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
支
部
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

全
国
国
民
年
金
基
金

    

日
本
医
師・従
業
員
支
部 

案
内

全
国
国
民
年
金
基
金
　

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部
の
ス
タ
ー
ト

日
本
医
師
・
従
業
員
国
民

年
金
基
金
（
横
倉
義
武
理
事

長
：
加
入
員
数
約
６
６
０
０

人
）
の
理
事
会
・
代
議
員
会

が
２
月
21
日
に
都
内
で
開
催

さ
れ
た
。

同
国
民
年
金
基
金
は
、
平

成
３
年
に
日
医
を
母
体
と
し

て
設
立
さ
れ
た
が
、
本
年
４

月
か
ら
全
国
68
の
国
民
年
金

基
金
と
共
に
、
「
全
国
国
民

年
金
基
金
」
に
統
合
し
、
新

た
に
「
日
本
医
師
・
従
業
員

支
部
」
へ
と
移
行
す
る
こ
と

か
ら
、
同
基
金
と
し
て
は
、

今
回
が
最
後
の
理
事
会
・
代

議
員
会
と
な
っ
た
。

理
事
会
・
代
議
員
会
に

は
、
横
倉
理
事
長
、
清
水
惠

一
郎
副
理
事
長
、
冨
岡
悟
常

務
理
事
、
滝
澤
秀
次
郎
理
事
、

今
村
定
臣
監
事
、
島
田
潔
監

事
の
他
、
全
国
か
ら
15
名
の

代
議
員
が
出
席
し

た
。議

事
で
は
、
報
告

事
項
と
し
て
、
清
水

副
理
事
長
か
ら
基
金

加
入
員
や
掛
金
収
納

等
の
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
、

４
月
の
全
国
国
民
年

金
基
金
の
日
本
医

師
・
従
業
員
支
部
移

行
後
も
、
医
師
・
従

業
員
の
方
々
の
窓
口

と
し
て
、
日
医
や
地

区
医
師
会
の
協
力
を

得
な
が
ら
加
入
員
確

保
に
努
め
て
欲
し
い

旨
の
要
望
が
あ
っ

た
。ま

た
、
冨
岡
常
務

理
事
か
ら
は
、
基
金

の
資
産
運
用
の
状
況

等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
、
全
国
国
民
年
金
基
金
へ

の
移
行
に
伴
う
連
合
会
へ
の

基
金
資
産
の
移
管
に
つ
い
て

は
順
調
に
進
展
し
て
い
る
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
全
国
国
民
年
金
基

金
へ
の
移
行
準
備
状
況
等
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が

な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
準
備

作
業
は
お
お
む
ね
順
調
に
推

移
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

全
国
国
民
年
金
基
金
の
代
議

員
と
し
て
、
島
田
監
事
が
選

出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
説
明

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
新
た
な
日
本
医

師
・
従
業
員
支
部
の
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
、
支
部
の

「
31
年
度
事
業
計
画
案
」
に

つ
い
て
概
説
が
な
さ
れ
、
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
年
３
回

送
付
す
る
こ
と
、
『
日
医
ニ

ュ
ー
ス
』
な
ど
医
師
会
広
報

紙
に
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
日
本
医
師
・
従

業
員
支
部
基
本
行
動
指
針
」

の
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
中
で
、
医
療
従
事

者
の
福
祉
向
上
・
地
域
医
療

の
発
展
へ
の
寄
与
を
目
指
す

こ
と
、
医
療
従
事
者
の
目
線

に
立
っ
て
懇
切
丁
寧
な
対
応

を
す
る
こ
と
、
日
医
等
と
緊

密
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

最
後
に
、
あ
い
さ
つ
し
た

横
倉
理
事
長
は
、
理
事
・
代

議
員
各
位
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
示
し
た
上
で
、
日
本
医

師
・
従
業
員
国
民
年
金
基
金

は
、
今
日
ま
で
医
師
・
従
業

員
の
方
々
の
老
後
生
活
を
支

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
た
こ
と
に
言
及
。
「
そ

の
役
割
は
、
全
国
国
民
年
金

基
金
に
引
き
継
が
れ
る
も
の

で
あ
り
、
新
た
な
全
国
国
民

年
金
基
金
の
日
本
医
師
・
従

業
員
支
部
に
お
い
て
は
、
引

き
続
き
、
医
師
・
従
業
員
の

方
々
の
老
後
保
障
を
支
え
る

べ
く
、
日
医
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
着
実
に
業
務
を
推

進
し
て
欲
し
い
」と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
関
係
各
位
に

対
し
、
全
国
国
民
年
金
基
金

の
代
議
員
と
し
て
活
躍
す
る

島
田
氏
並
び
に
日
本
医
師
・

従
業
員
支
部
へ
の
一
層
の
支

援
を
求
め
た
。

そ
の
後
、
出
席
者
一
同
に

よ
る
記
念
撮
影
（
写
真
）
等

が
行
わ
れ
、
最
後
の
理
事

会
・
代
議
員
会
は
終
了
し

た
。

日本医師・従業員国民年金基金
              最後の理事会・代議員会を開催
～4月からは全国国民年金基金
                           日本医師・従業員支部としてスタート～

→ 日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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平
成
30
年
度
臨
床
検
査
精

度
管
理
調
査
報
告
会
が
３
月

８
日
、
日
医
会
館
大
講
堂
で

開
催
さ
れ
た
。

担
当
の
江
澤
和
彦
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
横
倉
義
武
会
長

（
江
澤
常
任
理
事
代
読
）
は
、

ま
ず
、
今
年
度
は
昨
年
９
月

３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
近

畿
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
台
風
21
号

や
同
月
６
日
に
発
生
し
た
北

海
道
胆
振
地
方
中
東
部
地
震

等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
調

査
の
実
施
に
さ
ま
ざ
ま
な
影

響
が
出
た
こ
と
に
触
れ
、「
今

後
、
本
調
査
の
参
加
施
設
に

ご
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う

で
き
る
限
り
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
リ
ス

ク
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
」

と
の
方
針
を
示
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
12
月
に

施
行
さ
れ
た
「
医
療
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
で
、

臨
床
検
査
に
お
け
る
「
検
体

検
査
の
品
質
・
精
度
管
理
」

並
び
に
「
検
体
検
査
の
分
類
」

の
部
分
が
大
き
く
改
正
さ
れ

た
こ
と
を
説
明
。
「
こ
れ
に

よ
り
、
わ
が
国
の
精
度
管
理

の
質
が
更
に
向
上
し
、
そ
の

結
果
、
全
て
の
患
者
に
よ
り

良
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
我
々
医
師

も
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。引

き
続
き
、
３
２
３
２
施

設
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
第

52
回
臨
床
検
査
精
度
管
理
調

査
報
告
に
移
り
、
（
１
）
臨

床
化
学
一
般
検
査
①
（
三
宅

一
徳
日
医
臨
床
検
査
精
度
管

理
検
討
委
員
会
委

員
）
、
（
２
）
臨
床
化

学
一
般
検
査
②
（
細

萱
茂
実
同
委
員
会
委

員
）
、
（
３
）
臨
床
化

学
一
般
検
査
③
・
糖

代
謝
・
尿
検
査
（
菊

池
春
人
同
委
員
会
委

員
）
、
（
４
）
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
（
山
田
俊
幸

同
委
員
会
委
員
）
、

（
５
）
酵
素
検
査
（
前

川
真
人
同
委
員
会
副

委
員
長
）
、
（
６
）
脂

質
検
査
（
高
木
康
同

委
員
会
委
員
長
）
、

（
７
）
甲
状
腺
マ
ー

カ
ー
・
感
染
症
マ
ー

カ
ー
・
リ
ウ
マ
ト
イ

ド
因
子
（
〆
谷
直
人

同
委
員
会
委
員
）
、
（
８
）
血

液
学
的
検
査
（
小
池
由
佳
子

同
委
員
会
委
員
、
天
野
景
裕

同
委
員
会
委
員
）
、
（
９
）
測

定
装
置
利
用
の
動
向
（
金
村

茂
同
委
員
会
委
員
）

─
に

つ
い
て
の
講
評
が
行
わ
れ

た
。

高
木
委
員
長
は
総
括
の
中

で
、
分
類
や
数
値
の
桁
の
誤

記
入
や
「
製
造
販
売
元
」
と

「
販
売
元
」
を
混
同
し
た
回

答
等
が
見
ら
れ
た
こ
と
に
対

し
、
「
各
検
査
室
は
、
自
施

設
の
測
定
試
薬
の
メ
ー
カ
ー

名
、
測
定
原
理
、
基
質
、
緩

衝
液
、
標
準
物
質
を
知
っ
て

お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
指
摘
。

一
方
で
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
確
認
の
実
施
率
の
高
さ
や

臨
床
化
学
一
般
項
目
、
酵
素

項
目
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
か

っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
評
価
す
る
考
え
を
示

し
た
。

同
委
員
長
は
最
後
に
、「
日

医
臨
床
検
査
制
度
管
理
調
査

は
大
・
中
・
基
幹
病
院
ば
か

り
で
な
く
、
小
規
模
病
院
の

検
査
室
、
衛
生
検
査
所
、
メ

ー
カ
ー
な
ど
が
参
加
し
て
い

る
日
本
最
大
規
模
の
臨
床
検

査
精
度
管
理
調
査
で
あ
り
、

日
本
の
臨
床
検
査
の
現
状
を

反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
」

と
し
た
他
、
今
後
の
課
題
と

し
て
は
、
同
一
施
設
内
の
複

数
機
器
・
試
薬
（
緊
急
検
査

用
や
装
置
）
に
対
す
る
調
査

の
在
り
方
を
改
善
す
る
こ
と

を
挙
げ
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
精
度
管

理
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、

①
「
医
療
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

精
度
管
理
は
検
体
検
査
室
の

必
須
事
項
と
な
っ
た
②
共
用

（
共
通
）
基
準
範
囲
が
提
唱

さ
れ
て
い
る
が
、
適
応
は
適

切
な
精
度
管
理
を
行
っ
て
い

る
施
設
の
デ
ー
タ
だ
け
で
あ

る

─
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。そ

の
後
の
総
合
討
論
で

は
、
検
査
値
の
評
価
の
仕
方

や
自
然
災
害
に
よ
る
検
査
結

果
へ
の
影
響
、
試
薬
の
品
質

等
、
参
加
者
か
ら
の
個
別
具

体
的
な
質
問
に
対
し
、
各
委

員
が
回
答
を
行
っ
た
。

最
後
に
江
澤
常
任
理
事
が

閉
会
の
言
葉
を
述
べ
、
報
告

会
は
盛
会
裏
に
終
了
と
な
っ

た
。
参
加
者
は
６
６
１
名
。

臨床検査精度の更なる向上を目指して
平成30年度臨床検査精度管理調査報告会

　医師年金は、日本医師会
が運営する医師専用の私的
年金です。
　日医会員で満64歳6カ月
未満の方が加入できます。
　申し込みは64歳3カ月ま
でにお願いします。

医師年金 検  索 http://nenkin.med.or.jp/

日医 年金・税制課           03─3942─6487（直） （平日 9 時半～ 17 時）

お問い合わせ・資料請求等

ご加入時の受取年金額のシミュレーションが可能です
＜トップページ→シミュレーション＞

年金専門誌「年金情報」で管理運用体制が高く評価されました
＜トップページ→お知らせ＞

ホームページを参考に、加入をご検討下さい。
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福島県
福島県医師会報
第80巻第８号より

頑
張
れ！
　
牛
（
ぎ
ゅ
う
）

ち
ゃ
ん

石
橋
　
　
啓

岩手県
奥州医師会月報
651号より

ミ
ル
ク
を
溶
か
す
も
の
は

…
…

菅
原
　
久
江

愛媛県
松山市医師会報
第323号より

Y
ouTube

デ
ビ
ュ
ー

石
井
真
由
美

長
年
、
看
護
学
科
で
も
教

鞭
を
執
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
生
徒
が
い
ま
す
。

７
～
８
年
前
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
彼
女
は
、

一
番
廊
下
側
、
前
か
ら
３
番

目
の
席
の
、
パ
ー
マ
の
か
か

っ
た
茶
髪
の
ち
ょ
っ
と
派
手

目
な
生
徒
で
し
た
。
初
め
て

会
っ
た
の
は
、
私
の
「
感
染

免
疫
・
微
生
物
学
」
の
講
義

で
し
た
。
生
徒
は
皆
、
既
に

准
看
の
資
格
を
も
っ
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
馴な

じ染
み
や
す

い
話
か
ら
入
っ
て
い
こ
う

と
、
誰
も
が
よ
く
知
っ
て
い

る
ブ
ド
ウ
球
菌
の
話
か
ら
講

義
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る

と
、
例
の
彼
女
が
け
げ
ん
な

目
で
こ
ち
ら
を
じ
っ
と
見
て

い
ま
す
。
「
あ
、
ゴ
メ
ン
。

ち
ょ
っ
と
急
ぎ
過
ぎ
た
か

な
？　

も
う
一
度
最
初
か
ら

言
う
ね
。
ま
ず
、
黄
色
ブ
ド

ウ
球
菌
っ
て
聞
い
た
こ
と
あ

る
よ
ね
？
」
「
い
え
…
…
知

り
ま
せ
ん
…
…
」

衝
撃
で
し
た
。
授
業
が
終

わ
り
、
彼
女
の
担
任
の
先
生

と
そ
の
話
を
し
ま
し
た
。「
あ

～
牛
ち
ゃ
ん
ね
。
あ
の
娘
、

ち
ょ
っ
と
大
変
な
ん
で
す

よ
」苗

字
に
珍
し
く
「
牛
」
の

字
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
彼

女
は
み
ん
な
に
「
牛
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
牛

ち
ゃ
ん
は
あ
だ
名
の
と
お

り
、
勉
強
の
進
み
は
遅
く
、

後
日
行
わ
れ
た
私
の
試
験
で

も
ク
ラ
ス
最
低
点
、
予
想
ど

お
り
の
赤
点
で
し
た
。

あ
る
日
、
ふ
と
し
た
き
っ

か
け
か
ら
、
講
義
の
最
中
に

「
勉
強
を
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
彼
女
ら
に
話
す
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
や
ら
さ
れ
る

勉
強
は
つ
ま
ら
な
い
。
で
も

本
当
は
「
知
る
こ
と
」
、
目

標
を
も
っ
て
「
学
ぶ
こ
と
」

は
楽
し
い
こ
と
な
の
だ
と
。

仕
事
も
お
給
料
の
た
め
で
あ

る
よ
り
も
、
自
分
の
成
長
の

た
め
で
あ
る
な
ら
ば
楽
し
い

も
の
だ
と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
講
義
の
後
、
あ
の
牛

ち
ゃ
ん
が
私
の
所
に
わ
ざ
わ

ざ
来
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
先
生
！
　

先
生
の
『
勉

強
』
の
話
、
す
っ
ご
く
よ
か

っ
た
！

」
と
、
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
最
も
勉
強
と
は
縁

遠
い
と
思
わ
れ
た
彼
女
か
ら

な
の
で
、
「
あ
、
あ
り
が
と
」

軽
く
受
け
流
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
牛
ち
ゃ
ん

は
も
う
一
度
確
認
す
る
か
の

よ
う
に
、
「
さ
っ
き
の
話
、

ほ
ん
と
に
感
動
し
た
ん
で
す

よ
！

」
と
言
い
な
が
ら
私
を

見
つ
め
る
、
彼
女
の
黒
く
、

大
き
い
瞳
は
真
剣
で
、
社
交

辞
令
を
言
っ
て
い
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

時
は
流
れ
、
国
家
試
験
が

間
近
に
迫
っ
た
あ
る
雪
の

日
、
担
任
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
「
そ
う
い
え
ば
牛
ち
ゃ

ん
は
ど
う
で
す
か
？　

国
試

と
か
大
丈
夫
な
ん
で
す

か
？
」
す
る
と
、
予
想
外
の

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
牛
ち
ゃ
ん
ね
、
最
近
ぐ
っ

と
伸
び
て
き
て
い
る
ん
で
す

よ
。
彼
女
は
大
丈
夫
な
ん
じ

ゃ
な
い
か
し
ら
」

耳
を
疑
い
ま
し
た
。
で
も

彼
女
は
、
国
家
試
験
に
本
当

に
危
な
げ
な
く
合
格
し
た
の

で
し
た
。
「
大
逆
転
合
格
！

」

誰
か
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

よ
く
頑
張
っ
た
、
私
も
そ
う

思
い
ま
し
た
。
全
然
勉
強
が

で
き
な
か
っ
た
彼
女
。
歩
み

は
遅
か
っ
た
け
ど
、
少
し
ず

つ
少
し
ず
つ
進
ん
で
、
最
終

的
に
目
標
を
達
成
し
ま
し

た
。そ

の
年
、
牛
ち
ゃ
ん
は
某

病
院
に
正
看
護
師
と
し
て
就

職
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
終
わ
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
年
後
、
ま
た
そ
の
担
任
が

私
に
は
小
４
の
娘
と
小
２

の
息
子
が
い
ま
す
が
、
毎
日

の
よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

っ
てYouTube

を
見
て
い
ま

す
。
一
時
期
、
大
き
く
な
っ

た
らYouTuber

に
な
り
た
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
期

せ
ず
し
て
息
子
の
夢
が
か
な

え
ら
れ
ま
し
た
。

春
休
み
に
、
職
業
体
験
を

通
じ
て
お
金
の
流
れ
や
街
の

仕
組
み
な
ど
を
教
え
て
く
れ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
ま
し
た
。
息
子
が

帰
宅
し
て
「
僕YouTuber

に

な
っ
た
よ
。
パ
ソ
コ
ン
で
見

ら
れ
る
っ
て
」
と
言
う
の
で
、

驚
き
な
が
ら
も
早
速
検
索
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
視
聴
回

数
が
少
な
い
の
で
な
か
な
か

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
何
と
か

男
の
子
３
人
でYouTube

の

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
み

た
と
い
う
動
画
を
見
つ
け
ま

し
た
。

真
ん
中
に
高
学
年
と
思お

ぼ

し

き
背
の
高
い
男
の
子
（
少
年

Ａ
）
が
い
て
、
向
か
っ
て
左

側
に
息
子
よ
り
少
し
背
の
高

い
男
の
子
（
少
年
Ｂ
）
、
そ

し
て
右
側
に
息
子
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
息
子
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
″
ず
ひ

ろ
〟
。
ど
う
い
う
意
味
か
分

ミ
ル
ク
を
溶
か
す
も
の
は

白さ

ゆ湯
。
普
通
は
そ
う
で
す
よ

ね
。
さ
て
、
普
通
で
は
な
い

の
に
遭
遇
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
都
会
の
片
隅
に
あ
る
、

と
あ
る
病
院
救
急
外
来
で
の

出
来
事
で
す
。

９
カ
月
の
男
児
。
顔
が
真

っ
赤
で
、
息
も
や
や
荒
い
様

子
。
お
母
さ
ん
も
心
配
そ
う

で
す
。初
め
て
の
発
熱
か
な
、

と
思
っ
て
問
診
。
「
そ
れ
が

実
は
」
と
切
り
出
し
た
お
母

さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、「
夏

休
み
に
夫
の
実
家
に
遊
び
に

来
た
。
普
段
か
ら
ミ
ル
ク
用

の
水
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
い

る
。
普
段
の
よ
う
に
帰
省
先

の
冷
蔵
庫
に
水
を
入
れ
て
お

い
た
が
、
調
乳
し
て
飲
ま
せ

て
か
ら
ど
う
も
様
子
が
お
か

し
い
。勢
い
よ
く
飲
ん
だ
が
、

か
り
ま
せ
ん
。
名
前
は
ひ
ろ

と
な
の
で
す
が
、
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
を
自
分
で
な
か
な
か
決

め
ら
れ
ず
に
い
た
ら
、
少
年

Ａ
に
「
学
校
の
授
業
で
何
が

好
き
？
」
と
聞
か
れ
、「
図
工
」

と
答
え
る
と
「
じ
ゃ
あ
、〝
ず

ひ
ろ
〟
ね
」
と
決
め
ら
れ
て

し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
真
ん
中
の
少
年
Ａ

が
歌
い
出
し
、
左
の
少
年
Ｂ

ボ
イ
パ
の
真
似
を
し
て
い
た

の
で
、
自
信
が
あ
っ
た
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
投
稿
し
た
の
だ

か
ら
も
っ
と
目
立
て
ば
い
い

の
に
と
思
い
ま
し
た
が
、
何

回
か
見
て
い
る
う
ち
に
こ
の

シ
ュ
ー
ル
さ
が
た
ま
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
こ
れ

で
、
い
いYouTube

デ
ビ
ュ

ー
に
な
っ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
息
子
は
最
後
ま
で
き
ち

ん
と
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、

曲
が
終
わ
る
と
胸
に
手
を
当

て
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
し

た
。職

業
体
験
でYouTuber

が

あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た

が
、
息
子
の
夢
が
か
な
っ
た

一
日
で
し
た
。

�

（
一
部
省
略
）

が
手
拍
子
を
交
え
て
踊
り
始

め
ま
し
た
が
、
息
子
は
全
然

動
き
ま
せ
ん
。
「
何
に
も
し

て
な
い
の
？
」
と
聞
く
と
、

な
ん
と
「
ボ
イ
ス
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン

」
と
の
こ
と
。
よ

く
見
る
と
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
口
が
小
さ
く
動
い
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
少
年
Ａ
の
歌

声
や
少
年
Ｂ
の
ダ
ン
ス
や
手

拍
子
に
か
き
消
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
た
ま

に
「
プ
ッ
」
と
か
「
ツ
ッ
」

と
か
聞
こ
え
る
か
な
？
く
ら

い
で
す
。
そ
う
い
え
ば
ヒ
カ

キ
ン
氏
の
動
画
を
見
て
時
々

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
「
先

生
、
牛
ち
ゃ
ん
、
教
員
に
な

り
た
く
て
大
学
に
進
学
し
た

ん
で
す
よ
」
「
え
～
！
　

本

当
で
す
か
??　

あ
の
牛
ち
ゃ

ん
が
!?
」

彼
女
は
某
国
立
大
学
に
進

学
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の

一
年
間
、彼
女
は
何
を
思
い
、

考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
を
知
っ
て

か
、
あ
る
日
、
彼
女
は
私
を

訪
ね
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
め
で
と
う
。
進
学
し
た

ん
だ
っ
て
？
」
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
お

陰
で
す
！

」
そ
う
彼
女
は
言

い
ま
し
た
。
い
や
、
私
は
何

も
し
て
い
な
い
よ
。
君
が
頑

張
っ
た
か
ら
で
し
ょ
、
と
言

い
返
そ
う
と
し
た
時
、
彼
女

は
、
あ
の
黒
く
、
大
き
な
瞳

で
、
じ
っ
と
ま
た
私
を
見
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

私
は
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
し

た
。牛

ち
ゃ
ん
は
、
彼
女
が
看

護
学
科
の
学
生
の
頃
、
私
が

話
し
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
く
れ
て
い
た
の

で
す
。そ
う
確
信
し
ま
し
た
。

彼
女
は
自
分
の
目
標
を
見
つ

け
、
学
び
、
努
力
し
、
実
現

し
て
い
っ
た
の
で
す
。
こ
の

時
、
私
は
本
当
に
素す

て

き敵
な
学

生
に
出
会
え
た
と
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
彼
女
の
よ
う
な

学
生
に
出
会
え
た
こ
と
の
感

謝
に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
彼
女
は
大
学
を

卒
業
し
、
今
は
関
東
の
国
立

大
学
で
働
い
て
い
る
と
、
風

の
便
り
に
聞
き
ま
し
た
。
今

で
も
時
々
彼
女
を
思
い
出
し

ま
す
。
彼
女
は
今
も
、
歩
み

を
止
め
て
い
な
い
は
ず
だ
、

と
。毎

年
の
よ
う
に
勉
強
を
苦

に
し
て
い
る
学
生
が
い
ま

す
。
そ
ん
な
学
生
を
見
て
い

る
と
、
牛
ち
ゃ
ん
を
思
い
出

す
の
で
す
。
だ
か
ら
彼
ら
・

彼
女
ら
を
見
る
と
、
い
つ
も

心
の
中
で
言
う
の
で
す
。

頑
張
れ
！
　

牛
ち
ゃ
ん
！

�

（
一
部
省
略
）

あ
れ
？
と
思
っ
て
途
中
で
や

め
た
。
口
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル

の
臭
い
が
し
て
」。

「

」
驚
き
で
す
。
ど
う

し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
と
い

う
と
、
お
姑
さ
ん
が
気
を
遣

っ
て
ミ
ル
ク
を
つ
く
っ
て
く

れ
た
そ
う
で
す
が
、
運
が
悪

い
と
い
う
か
、何
と
い
う
か
、

た
ま
た
ま
冷
蔵
庫
に
は
同
じ

棚
に
焼
酎
が
入
っ
て
お
り
、

２
本
が
並
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
ラ
ベ
ル
は
剝
が
し
て
し

ま
っ
た
と
か
。

50
～
１
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
近
く
飲
ん
だ
か
も
知
れ
な

い
と
の
こ
と
。
お
母
さ
ん
は

慌
て
て
い
た
の
で
、
飲
ま
せ

た
ミ
ル
ク
を
持
っ
て
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
は
と
い
う
と
、

や
や
心
拍
が
速
め
で
し
た

が
、
診
察
時
バ
イ
タ
ル
は
安

定
、
上
機
嫌
で
す
。
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
に
な
り
ま
せ

ん
よ
う
に
、
と
祈
り
な
が
ら

補
液
し
つ
つ
一
晩
経
過
観
察

入
院
す
る
こ
と
に
。
両
親
も

お
姑
さ
ん
も
し
き
り
に
心
配

し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
お
子
さ
ん
は
と
い

う
と
、
こ
ち
ら
の
心
配
を
よ

そ
に
一
晩
中
上
機
嫌
、
キ
ャ

ッ
キ
ャ
と
笑
い
声
が
病
室
内

に
響
い
て
い
ま
し
た
。翌
朝
、

担
当
医
に
引
き
継
ぐ
時
に
は

も
う
す
っ
か
り
落
ち
着
き
、

酔
い
も
覚
め
て
い
ま
し
た
。

血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
酩め

い
て
い酊

ま
で
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。ほ
ろ
酔
い
赤
ち
ゃ
ん
、

成
長
し
た
ら
酒
豪
に
な
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
事
に
至

ら
な
く
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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日医医学図書館 利用案内
　医学図書館は、日医ホームページ（http://www.med.or.jp）
の会員専用コーナー（メンバーズルーム）を通じて、ご自
宅や勤務先などからご利用頂くことができます。
1. 各サービスのお申し込み

　メンバーズルームの画面から、複写、調査、貸出を申し
込むことができます。複写物や調査の結果は郵便で、貸出
する本は宅急便でお届けします。国内や海外の図書館か
らも複写をお取り寄せできます。受付から 3～7日程度で
発送します。お急ぎの場合はご相談下さい。

【料金】
コピー B5＠10円　A4・B4＠20円　A3＠40円　＋送料
*カラーコピー B5・A4・B4＠50円　A3＠80円
他の図書館から取り寄せた場合は、実費料金＋依頼料＋
送料

2. 所蔵資料検索
　雑誌、本、統計・白書などの所蔵状況を検索できます。
所蔵していない資料は、他の図書館から複写などをお取
り寄せできます。

3. 新着資料の案内
　毎月、到着した国内雑誌の特集テーマや国内外の書籍
をご案内しています。

郵便、FAXによるお申し込みも承っています。
詳しくは、日医医学図書館（〒113-8621 東京都文京区本駒込
2-28-16　TEL03-3942-6492（直）　FAX03-3942-6495
mail：jmalib@po.med.or.jp）まで。

　日医では、より良い医療のあり方について国民と
医師とが共に考えることで、更なる国民医療の向上に寄与していくことを目
的として、日医の設立記念日である11月1日を、「いい医療の日」として制
定しています。
　このたび、会員に限らず広く一般の方 （々プロ・アマ不問）を対象に、この

「いい医療の日」のロゴマークを募集することになりました。奮って、ご応募
願います。
　詳しくは、日医ホームページ（http://www.med.or.jp/people/
008388.html）をご覧下さい。

応募・
問い合わせ先

「いい医療の日」
        ロゴマーク募集！

日医広報課
〒113-8621 東京都文京区本駒込２ -28-16
　 03-3942-6483（直）

画
像
検
査
の
技
術
が
進
歩

し
た
昨
今
、
神
経
診
察
は
特

に
理
解
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
神
経
疾
患

を
診
る
際
に
は
必
ず
神
経
診

察
を
し
て
局
在
診
断
を
考
察

す
る
た
め
、
必
須
の
手
技
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
書

は
こ
れ
か
ら
臨
床
神
経
学
を

学
ぶ
医
師
に
向
け
、
著
者
の

神
経
診
察
の
極
意

廣
瀬
源
二
郎
　
著

長
年
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た

手
技
を
余
す
こ
と
な
く
平
易

に
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。本

文
内
に
は
要
所
で
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。
「
極
意
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
著
者
な
ら

で
は
の
手
技
や
考
え
方
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、「Point
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
解
剖
学
的

な
知
識
と
神
経
学
的
な
知
識

と
の
相
関
を
理
解
で
き
る
。

加
え
て
、
「
一
口
メ
モ
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
著
者
の
豊

富
な
知
識
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ

る
な
ど
、
ど
の
部
分
を
と
っ

て
も
極
意
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
内
容
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
臨
床
神
経
学
を
学

ぶ
医
師
だ
け
で
な
く
、
も
う

一
度
学
び
直
し
た
い
医
師
に

も
お
薦
め
し
た
い
。

定
価　

２
９
１
６
円
（
税
込
）

発
行　

南
山
堂

動
脈
硬
化
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
に
よ

っ
て
進
行
す
る
病
で
あ
り
、

実
際
の
診
療
に
お
い
て
は
、

例
え
ば
、
糖
尿
病
患
者
の
場

合
、
血
糖
値
だ
け
に
着
目
し

動
脈
硬
化
御
三
家

高
血
圧
・
糖
尿
病
・

脂
質
異
常
症
を
ま
る

っ
と
制
覇！南

郷
栄
秀
　
編

て
診
療
す
る
の
で
は
不
十
分

と
言
え
る
。

高
血
圧
症
も
脂
質
異
常
症

も
同
様
で
、
血
圧
ば
か
り
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ば
か
り
診

て
い
る
の
で
は
な
く
、
動
脈

硬
化
に
関
連
す
る
疾
患
や
危

険
因
子
を
全
て
同
時
並
行
に

包
括
的
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
そ
の
際
に
は
患
者

の
仕
事
や
生
活
な
ど
も
含
め

た
個
別
の
事
情
を
考
慮
し
た

最
適
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
か
ら

リ
ス
ク
評
価
、
治
療
目
標
設

定
、
患
者
指
導
、
専
門
医
と

の
連
携
ま
で
が
、
豊
富
な
エ

ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
分
か

り
や
す
く
網
羅
さ
れ
て
い
る

本
書
は
大
変
便
利
な
一
冊
と

言
え
る
。

定
価　

５
１
８
４
円
（
税
込
）

発
行　

羊
土
社

本
書
は
、
皮
膚
科
診
療
に

他
科
医
か
ら
訊
か
れ

る
こ
の
皮
膚
病
は
な

に
？

宮
地
良
樹
　
編

昨
今
、
執し

つ
よ
う拗

に
持
続
す
る

い
わ
ゆ
る
め
ま
い
感
を
訴
え

て
来
院
す
る
中
高
年
の
患
者

が
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。

本
書
は
、
こ
う
し
た
め
ま

い
の
原
因
か
ら
治
療
法
、
更

に
は
予
防
に
つ
い
て
、
最
前

線
の
「
め
ま
い
専
門
外
来
」

の
立
場
か
ら
記
し
た
解
説
書

で
あ
る
。

本
書
に
記
さ
れ
た
具
体
的

な
症
例
や
知
見
は
、
著
者
が

長
年
に
わ
た
り
、
一
人
ひ
と

り
の
患
者
を
フ
レ
ン
ツ
ェ
ル

眼
鏡
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
赤
外
線
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
、
眼
の
異
常
な

動
き
の
有
無
を
丁
寧
に
観
察

し
、
更
に
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頸
部
Ｍ
Ｒ
Ａ
な

ど
の
画
像
検
査
を
行
っ
て
得

ら
れ
た
結
果
を
基
に
示
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
興

味
深
い
。

内
容
は
、
全
６
章
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
著
者
は
、「
は

じ
め
に
」
の
中
で
、
「
『
め
ま

い
と
言
え
ば
耳
、
三
半
規
管
』

と
い
う
考
え
方
を
こ
の
本
を

な
か
な
か
治
ら
な
い

め
ま
い
が
治
る

め
ま
い
は
耳
か
ら
と
は

限
ら
な
い！中

山
杜
人
　
著

読
ん
で
、
そ
う
と
は
限
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
に
修
正
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
書
い
て
い
る
が
、
ま

さ
に
そ
の
こ
と
を
実
感
で
き

る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

１
５
１
２
円（
税
込
）

発
行　

さ
く
ら
舎

携
わ
る
全
て
の
臨
床
医
が
日

常
的
に
遭
遇
す
る
皮
膚
疾
患

を
、
「
一
発
診
断
で
き
る
皮

膚
腫
瘍
」
「
ど
う
も
典
型
例

で
は
な
い
み
た
い
」
「
知
っ

て
お
く
と
鼻
高
々
」
の
三
つ

に
分
類
し
た
上
で
、
写
真
を

中
心
に
簡
潔
か
つ
実
践
的
な

治
療
法
を
紹
介
し
た
解
説
書

で
あ
る
。

写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
た
め
読
み
や
す
い
だ
け

で
な
く
、「
よ
く
見
る
け
ど
こ

れ
は
何
と
い
う
皮
膚
病
な

の
？
」
「
ど
こ
に
目
を
つ
け

れ
ば
い
い
の
？
」
「
い
つ
も

診
て
い
る
典
型
例
と
何
か
違

っ
て
紛
ら
わ
し
い
け
ど
、
別

の
皮
膚
病
な
の
？
」
と
い
っ

た
非
専
門
医
が
日
頃
疑
問
に

思
う
事
柄
に
つ
い
て
も
、
明

確
な
答
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
３
章
「
知
っ
て

お
く
と
鼻
高
々
～
知
っ
て
い

そ
う
で
知
ら
な
い
皮
膚
病
」

で
は
、
専
門
医
で
も
す
ぐ
に

病
名
が
出
て
こ
な
い
け
れ
ど

も
、
患
者
さ
ん
か
ら
は
「
こ

れ
何
と
い
う
皮
膚
病
で
す

か
？
」
と
し
ば
し
ば
訊き

か
れ

る
よ
う
な
皮
膚
病
が
厳
選
さ

れ
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
使

い
や
す
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
本

書
は
ま
さ
に
、
日
頃
の
診
療

に
役
立
つ
一
冊
と
言
え
る
。
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